








〔研究目的〕 

昭和 51～53年度の本研究班における分担研究「新生児救急医療システムに関する研究」(

分担研究者小川次郎小宮弘毅)において,新生児医療システムの確立に成功した地域におい

ては衛生統計上も明らかな新生児死亡率の低下をもたらし,心身障害児の発生予防も期待

されることが判った。この場合,中心となる新生児医療施設の効果的な設置・運営がぜひ必

要である。また,最近の新生児医療の技術的進歩は従来の施設に設備,備品,人員などの点で

の整備を行なう必要性を生じてきている。 

また,これまでの研究で大都市地域での新生児医療のシステム化の困難なことが指摘され

た｡今年度はこれらの点について検討してみた。 


